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     a ちょっと〈程度のやわらげ〉 
（4）すみません、ちょっと手伝ってください。 







   （2）この先にちょっといいレストランをみつけた。 
4 ちょっと…ない 
 a ちょっと…ない〈プラス評価〉 
   （3）こんなおいしいもの、ちょっとほかでは食べられない。 
 b ちょっと…ない〈語調のやわらげ〉 
     （1）A:田中先生の研究室はどちらですか。B:すみません、ちょっとわかりません。 
5 ちょっと〈呼びかけ〉 
   （2）ちょっと、これは何ですか、スープの中にハエが入っているじゃないの。 
6 ちょっとした N 
a ちょっとした N〈程度のやわらげ〉 
  （3）酒のつまみには、何かちょっとしたものがあればそれでいい。 
b    ちょっとした N〈プラス評価〉 
    （（1）かれは、両親の死後、ちょっとした財産を受け継いだので、生活には困らない。 
                                          





































































































































































































    








































Brown ＆ Levinson（1987，68-74）が考えたポライトネス・ストラテジーを以下に引用する。 
 
【フェイス・リスクの大きさとストラテジー】 
    フェイス・リスク小 
    （意図伝達を明示的におこなう） 
     フェイス侵害の軽減をしない 
（1） 直言（bald record） 
フェイス侵害の軽減を明示的におこなう 
（2） ポジティブ・ポライトネス（positive  politeness） 
（3） ネガティブ・ポライトネス（negative  politeness） 
（意図伝達を非明示的におこなう） 
（4） ほのめかし（off record） 
（意図伝達をおこなわない) 
（5） 行為回避（don’t  do the FTA） 
 フェイス・リスク大            
 
以上の５つのストラテジーにおいて（2）、（3）のストラテジーでは、対人配慮のバランスをとりな

















































































① 「聞き手への配慮」の例   
（6）    真理「何？どうしたん」 
      郁子「うん、ちょっと……」 
      玲子「今日は、このあと食事して飲むんやけえ。郁子、判っとるよね」 
      郁子「着替えてからすぐ行くから……。正面玄関で待っとって」（p．61） 
      







 (1)          千昭「あれ、おまえ、自転車は？」 
                         真琴「ちょっとね」 
                                千昭「乗れ、後ろ」 






（4）     千昭「グダグダ言ってって投げっぞ」 
      真琴「ちょっと」 









  ④「会話の場への配慮」の例 
（1）    藤本「ちょっと、よろしいですか」 
        「じつはね……」 














   ・帰りもちょっと見てみようかな（p.78）。      （自分の行為が大げさに響かない） 
・今そちらにお回ししますので、ちょっとお待ちいただけますかー（p.84）。 



























































   

































  1 
婉曲 
  2 
＋否定的意味 
  3.1 
＋否定形 
  3.2 
否定の暗示 
   4 
呼びかけ 
  5 
JFB   △  ○       
IMJ   ◎   ○＊     
初歩    ○     
CMJ    ○＊    ◎     ○  
BJ  ○     ○     ○  
JSL   ◎＊ ◎＊    ○＊   ○＊    ◎＊  
文化  ○   ◎    ○     ○  
基礎   ◎   ◎     
J 初級  △        ○  ◎ 
話そう   ◎   ○    ◎   ◎   
SFJ   ◎＊   ◎＊    ○   ◎＊    ◎＊ ◎＊ 
TJ   ○   ◎      ◎   ○ 
初級 J   ○   ◎    ○     ▽   
 ◎＊；ダイアログに提出され、練習問題、説明がある 
     ◎ ；ダイアログに提出され、練習問題がある 
      ○＊；ダイアログに提出され、説明がある 
      ○ ；ダイアログに提出されるが、練習・説明なし 
      △ ；語彙の紹介のみ 











（文化 18 課） 
・「婉曲」 












 司書   ：あ、その本はちょっと。 
 ルイン：え。 











    b.程度の軽さ・依頼の婉曲表現（分類 2）は、どの教科書でも比較的よく扱われている。 
   c.「ちょっと」を会話表現として重要視している教科書とそうでない教科書の差がみられる。 






























   また、Grice（清塚（訳）1989,37-39）は、この原理が実効性を持った原理であることを論証する
ために、量、質、関連性、様態の４原則を立てた。詳しくは、以下のようになる。 
   ・量の原則 
    1.（言葉のやり取りの当面の目的のために）要求に見合うだけの情報を与えるような発言を
行いなさい。 
    2.要求されている以上の情報を与えるような発言を行ってはならない。 
   ・質の原則 
    真実であることを発話すること 
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    1.偽だと思うことを言ってはならない。 
    2.十分な証拠がないことを言ってはならない。 
   ・関連性の原則 
    関連性のあることを言いなさい 
   ・様態の原則 
    明瞭な言い方をすること 
    1.曖昧な言い方をしてはならない。 
    2.多義的な言い方をしてはならない。 
    3.簡潔な言い方をしなさい（余計な言葉を使ってはならない）。 
    4.整然とした言い方をしなさい。 
4）ゴフマン（1967）は、フェイスを以下のように定義している。 































        
                       5.あからさまに 
明示する               4.ポジティブ・ポライトネス 
        FTA を行う          軽減的・補償的に 
                2．ほのめかす               3.ネガティブ・ポライトネス 
 
1．FTA を避ける 












3.否定的意味の和らげ  3.1.「ちょっと」 







 Japanese  For  Beginners         ＜JFB＞（1976）学研 
  Introduction  to  Modern  Japanese    ＜IMJ＞（1977）The Japen Times 
  日本語初歩                ＜初歩＞（1981）国際交流基金 
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 A  Course  In  Modern  Japanese                 ＜CMJ＞（1983）名古屋大学 
  Business  Japanese                       ＜BJ＞（1984）日産自動車海外部 
  Japanese : the Spken  Language                  ＜JSL＞（1987）Yale University 
  文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ                           ＜文化＞（1987）文化外国語専門学校 
 新日本語の基礎Ⅰ・Ⅱ                           ＜基礎＞（1990/1994）スリーエーネットワーク 
 日本語初級Ⅰ・Ⅱ             ＜J 初級＞（1991）東海大学留学生教育センター 
 日本語で話そう 1・2                  ＜話そう＞（1991-92）ELEC 
 Situational  Functional  Japanese             ＜SFJ＞（1991-92）筑波ランゲージグループ 
Total  Japanese 1                          ＜TJ＞（1994）早稲田大学 国際部 







































宇佐美まゆみ監修（2011）「BTSJ による日本語話し言葉コーパス（2011 年版）」『BTSJ による日
本語話し言葉コーバス（トランスクリプト・音声）2011 年版』 (以下、自然会話「BTSJ」とす
る)」のうち、「依頼」、「断り」1）という場面である。分析対象としたのは、このコーパスに収録
































































表 1 「依頼」における「ちょっと」の機能による分類     単位：個 
「ちょっと」の機能分類 出現回数         代表例 
① 聞き手への負担要求を軽減する」   7 ちょっと協力してもらえ
ママ
かなー（63-13.2） 
②「依頼の予告」 28 あのー、ちょっとお願いがあるんだけど、（88-12.1） 





すけど,,   （59-18.4） 
⑤「呼びかけ」  0  
⑥「とがめ」  0 
⑦「間つなぎ」  0 
⑧「程度」  5 
月曜日の朝 9 時から、ちょっと遠いところなんだけど。 
（66-13） 
⑨「量」  2 なんか、(うんうん)ちょっとこないだ(うん、はい)なんかゼミの
ほうでなんか （59-18.1） 








































例 1  あ、あの、 ちょっと お願いがあったりするん<です けど>{<}。4-58-9 
（言い淀み）        （依頼・用件の予告）      （言いさし）   
 
例 2  ごめんね、なんか急になんだけど、ちょっと、お願いがあっ  てね、  
      （謝罪）                      （依頼・用件の予告） （言いさし） 
4-90-11.2  
例 3  今  ちょっと  時間平気かな？              




















観察された。会話例とともに見ていく 5）。（下線と太字は筆者、以下も同様）  
〈1〉１人称化ストラテジー：表現例「～と思う」   
例 4 
Ａ1：        明日、あの、言語調査の実験に参加する予定だったんだけど、行けなくなったんですよ。 
Ｂ2：     あーー。 
Ａ3：        それで、うん、「JOK09 名」さんなんか、うん、行ってもらえるかなーと思ったんです 
          けど。 
  Ｂ4-1：<あー、ごめんね>{>}、<明日ねー>{<},, 
  Ａ5： <ううん>{>}。 





























例 6               


















  上記の例５、６における「笑いながら」も「笑い添加」ストラテジーになる。 
例 7  
Ａ1：   「JSK04 名」空いてないかなと思って。 
Ｂ2：空いてはいるけど行きたくない<笑う>。 
Ａ3：<2 人で笑う>行ってよー<笑いながら>。 
































c.         「そう、なんかね、欠員が出ると、実験だからちょっと足りなくなると困るって言われ 
ちゃって…（82-44）」   





b     の「ちょっと」については、聞き手が自分の頼みの受け入れを拒否するということを察知しなが
ら、さらに頼もうとするという否定的内容が暗示されている。 
















 例 8 
 Ａ1： あのね、(はい)あのね、明日実は私が、(はい)明日の朝 9 時ぐらいから、(はい)国立国 
語研究所って知ってる?。（中略） 
 Ｂ2： はい。 
 Ａ3： なんかそこに行ってね、言語調査に関する実験に参加することになってたんだ。  
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 Ｂ4： はい。 
 Ａ5-1：でも、なんかそれにちょっと 急用できて行けなくなってしまって,,  
 Ｂ6： はい。 
 Ａ5-2：もしよかったら行ってもらえないかなと思ったんだけど。   
 Ｂ7： それはどこでやるんですか?。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
 Ａ8：       あのー埼玉のほうなんだけど。             4-88-22 
 

















 Ａ1-1：   なんかねー、国立国語研究所っていうところでね、(うんうん)日本語の会話調査に関 
する実験っていうのがあって,, 
   Ｂ2：   <うん>{<}。 
   Ａ1-2： 私さ、こ、高校の時の友達と行く予定だったんだけど（中略）行けなくなっちゃって。 
   Ａ3： 「JSK04 名」空いてないかなと思って。 
     Ｂ4： 空いてはいるけど行きたくない<笑う>。 
   Ａ5： 行ってくれよー<笑いながら>。 
 Ｂ6： うんーーー、い、いやだ<笑う>。言語でしょ?、だって。 
 Ａ7： 言語。うん、なに、だめ?。 
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 Ｂ8： 苦手。 
   Ａ9： <軽い笑い>うん…、まあ、お金とかも出ないんでちょっと、頼みにくいんだけど。 
   Ａ10-1：とか言いながら,,  
 Ａ10-2：<頼ん>{>}でるけど。 
   Ｂ11：  <笑いながら>えーーーーーえーと。                      4-69-41 
  
























  例 10 
   Ａ1-1：あの調査があるって言われて、それでなんか興味ある人やりませんかって話してて,, 
   Ｂ2:      うんうん。 
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   Ａ1-2：私ちょっと“やり、あ、やってみます”って言っちゃったんですけど,, 
 Ｂ3:   うーん。 
Ａ1-3：なんかそれは明日になってて、(あ)でなんか、なんか夏にちょっと通訳のバイトしよ 
うとしてて,, 






Ａ7： あーー、そうですか[とってもびっくりしたようで]。               4-59 
 



































表 3 「断り」における「ちょっと」の機能による分類      単位：個 
「ちょっと」の機能 出現回数         代表例 
①「聞き手への負担要求を軽減する」  4 あーーーー、あ、ちょっと待ってね、（65-21-1） 
②「依頼の予告」 0  









⑧「程度」 1 ちょっと電波悪いみたいなんで。（82-13） 
⑨「量」 2 午前中、えっ?、えっ、ちょっとなら（時間）。（75-8） 














例 11  
   Ａ1-1：あのですね、(うん)国立国語研究所とかいうところで,, 
Ｂ2： うん。 
Ａ1-2：やる言語調査に,, 
   Ｂ3： うん。 
Ａ1-3：あのー、参加する予定だったんですけど、(うんうん)こう協力者として??,, 
   Ｂ4： うんうん。 
Ａ1-4：（略）急に行けなくなっちゃって、代わりに(うん)行ける人探してるんですよ。 




Ａ7： あ、そうですか。                                4-65-21-1 
 



















表 4 断り側に見られる「ちょっと」の使用       Ｎ＝25   単位：個 
    前接表現  
 
ちょっと 






















例 12  ええっと、   ちょっと  部活があるんです  が。 
          （否定的マーカー）           （理由）       （不可の言いさし）                     4-89-13  
 
例 13  ３時間まず、 ちょっと、 きつい、きついかなー。             4-55-119 
        （日時）                   （不可の予告）    
 
  例 14  うんー、ごめん、ちょっと <無理   かも>{<}。                               4-55-123 




  Ａ1： なんかね、(うん)あのー、国立国語研究所っていうところで、(はい)ある(はい)あのー、 
             言語調査に、(うん)参加、私が参加する予定だったんだけど、（略）急に用事行けなく 




  Ａ3： うんうんうん。 
  Ａ4：       9 時からなんだけどね。          
Ｂ5： あー、ちょっと…(うん)9 時から、うん…。                                   
Ａ6： 忙しい?。 
Ｂ7： うん、ちょっと用事あるんで、はい。          
Ａ8：        あ、そっかそっか。 
Ｂ9：       <はい、すいません>{<}。                      
Ａ10：  <わかった>{>}。                    4-86-24・26  
 
































  例 16 
   Ａ1： 私明日ね、その、ボランティアで国立国語研究所っていうところに行って、(はい)その 
なんかげん、言語調査に関する実験、を手伝いに行くのね。 
   Ａ2： なんか友達と 2 人で行って、(うん)その 2 人の会話をなんか調査するっていうか調べ 
るみたいなんだけど。 




    Ａ5： あ、そうなんだ。 
Ｂ6： はい。 
Ａ7： そっか。 







  例 17 
   Ａ1： あのー、国立国語研究所っていうところで、(はい)言語調査に関する実験に参加する 
予定だったんですよ、私が。                                              
   Ｂ2： はい。 
   Ａ3-1：で、それに行けなくなっちゃったんで,, 




 Ｂ5： 国立研…<笑いながら>。 えっ、それはなん、なんか…<笑いながら>。 （中略）                                                                                                                                                                                                                                             
          Ａ6：   すいません[小さい声で]。                              4-84-15 
 






  例 18 
   Ａ1： なんか言語調査に関する実験なんだけどね、(うんうんうん)なんか私がなんか(うん)ほ 
             かの男友達と約束を(うん)してたんだけど、(うんうん)（略）用事ができてて行けなく(は 
いはい)なっちゃって、(うんうんうん)で、代わりに「JSK06 名」、行ってもらえるかなと思 
ったり 
   Ｂ2： えっ、うそ。（中略） 
   Ａ3： でもなんか、代わりに行くだけでもいいんだ。（中略） 
           Ｂ4： うんーー、どうしよかな。 
Ｂ5：    もし、(うん)ほかにあたってみて、(うん)全然だめそうだったら、(うん)うん、私も 
        考えてみるんだけど。 
     Ａ6： あ、うん。                                       4-71-56 
    






  例 19 
Ａ1-1：で、私(ほー)もともとそういうの興味があるんで、参加しようと思ってたんですけど,, 
      Ｂ2：  ほー。 
   Ａ1-2：（略）明日突然行けなくなっちゃって、代わりに行ってもらえる人がいないかと思って探 
          してまして。 
           Ｂ3-1： <あーーーー>{<},, 
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2） 39 会話のうち、内容が重複しているものが２会話（71 番と 72 番が重複、75 番と 76 番が重複）、











話者によって発せられた「１発話文」とみなすもの（2-1 と 2-2 とで１つの発話文とみなす） 
      1 Ａ もう、もろ駅前商店街。 
 →2-1 Ｂ 北浦とか、もっと、それよりもっと,, 
      3 Ａ そうそうそうそう 
→2-2 Ｂ 駅前。 

















                                 『ノルウェイの森』 
・「それなのに税務署員ってねちねちねちねち文句つけるのよね｡収入ちょっと少なすぎるん 
じゃないの､これって｡冗談じゃないわよ｡➞“尽管这样，税务员还是横挑鼻子竖挑眼，什么 









































・ 被験者は、大阪府南部の大学の日本人大学生（以下「日本語母語話者」とする）34 人（男性 16
名，女性 18 名）と奈良県北部の大学の中国人日本語学習者（以下「中国人学習者」とする）「N1
（日本語能力 1 級）」16 人、「N2（日本語能力 2 級）」9 人、「N3（日本語能力 3 級）」5 人、計 30









① 仲のいい友人から今日中に大学祭のポスター30 枚を学内に貼るのを手伝ってくれとメー 
ルで依頼されました。でも、あなたはアルバイトで今日は時間がありません。 















4.3.  日本語母語話者に見られる「断り」の分析 
4.3.1. 「断り」の構造について 
日本語母語話者 34 名から収集したデータを分析した結果は、次のようになる。 
表１ 日本語母語話者の断りの構造の使用   N=34  単位：人   
断りの構造 
相手が目上        相手が同等 
総合計 
 男  女 合計  男  女 合計 
①理由＋不可 1４（88%） 1５（83%） 2９（85%） 9（56%） 1３（72%） 2２（65%） ５1（75%） 
②理由のみ 1（6%） 3（17%） 4（12%） 4（25%） 5(28%) 9（26%） １3（19%） 
③不可のみ 1（6%）  0 1（3%） 2（13%）  0 2（6%） 3（4%） 
④不可＋理由  0  0  0 1（6%）  0 1（3%） 1（2%） 



















































































































・ ゴメン、今日バイトやから、どうしても無理やわ、ほんまにゴメンな。  
   （謝罪）   「理由     ＋     不可」      （謝罪）     （No26・同等） 
・ すみません、今日はバイトが入っているので、お手伝いできません。本当にすみません。   









中国人学習者 30 名のデータを分析した結果は、表３の通りである。 
表 3 中国人学習者の断りの構造の使用  （N=30）  単位：人 
断りの構造 
相手が目上              相手が同等 
総合計 
男    女 合計  男  女 合計 
①理由＋不可 9(56%) 9(64%) 1 8(60%) 1０(63%) 8(57%) 1 8(60%) 3 6(60%) 
②理由のみ 6(38%) 4(29%) 1 0(34%) 4(25%) 5(36%)     9(31%) １9(32%) 
③不可のみ 0 1(7%) 1(3%) 1(6%) 1(7%) 2(6%) 3(5%) 
④不可＋理由 1(6%) 0 1(3%) 1(6%) 0 1(3%) 2(3%) 









               










































































































             
 






















    （謝罪） 
 
今日は用事があるので  行けません 
（理由）        （不可） 
 
ごめんなさい。  






例 1：   ゴメン（謝罪）、今日バイトやから（理由）、どうしても無理やわ 5）（不可）、ほんまに 6） 
ゴメンな（謝罪）。                   （No26・同等・日本人） 
例 2：     すみません（謝罪）、今日はバイトが入っているので（理由）、お手伝いできません（不可）。 

































































14人 11人 1人 2人 
①あいまいな返事は失
礼になるため 
②メールであるため ③したくないため ④その他 
 表５ 「目上」を断定的に断る理由   N=28 
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 例 5：すみません（謝罪）、今日バイトなんで（理由）、ちょっと無理っぽいです（不可）。（NO.35） 
例 6: すいません（謝罪）、今日はバイトがあって（理由）、ちょっとお手伝い出来そうにないです














  例 7：   悪いけど（遺憾の意の表出）、今日はバイトがあるので（理由）、ちょっと…（不可の省略が考え 
られる）。                             （NO.6・同等） 




案）。                                    （NO.48・目上） 







































表 6 日本語母語話者の絵文字の使用   
共起表現 
           使用される絵文字 
         同等    目上 
①謝罪表現 、 、 、(;_;)、(>人<)、(ToT) 、    
②理由 (^q^)、(´д｀)、m(_ _)m、(ToT)、(´;ω;) 、(>_<) 
③不可 、 、  、（>人<) 、(´;ω;)、(∵`)、(>_<)、
(;_;)、   
(゜ω ゜)、m(__)m、 
(´；ω；`) 
④文末謝罪表現 、 、 、 、 、(´;ω;｀)、(ﾟｪﾟ｀)、 
(´･ω･｀)、(´;ω;) 
、  
















































表 7 中国人学習者の絵文字の使用 
共起表現 
           使用される絵文字 
         同等     目上 
①不可  、(｀･ω･´)、(＞~＜)、[ m(_ _)m]  









また、相手に対する謝りの気持ちを表す[ m(_ _)m]もあった。 
 
②文末謝罪表現との共起 






















































































































・ 宇佐美まゆみ監修（2011）「BTSJ による日本語話し言葉コーパス（2011 年版）」『BTSJ によ
る日本語話し言葉コーバス（トランスクリプト・音声）2011 年版』 (以下自然会話「BTSJ」
とする)のうち、「雑談」2）という場面における日本人の友人同士・女性２人による自然会話８























































から 50 となっている 4）。 
「ちょっと」の談話機能による分類について分析し、表にしたものが以下の表１である。 
表１ 「ちょっと」の機能による分類          単位：回  
「ちょっと」の分類 自然会話「BTSJ」 















②「依頼の予告」       0  0  0 
③「否定的内容の前置き」  27  21  0 
④「自分の願望・行為・状態を 
控え目に表す」 
16  9  0 
⑤「呼びかけ」  0  4  0 
⑥「とがめ」  2  0  0 
⑦「間つなぎ」  2  0  0 





（100％） ⑨「量」  4  8  11 













焦げていた(略)。                     1077『黒い雨』 「⑧程度」 
・ 永沢さんはどちらにもちょっと手をつけただけで､すぐに煙草を吸った｡  






1098 『砂の女』 「⑧程度」 
・ 「私､知りあいのスタッフの人に頼んでちょっとずつ買ってきてもらってるの｣ 
                             1213『ノルウェイの森』「⑨量」 
・ 「私寝てて、あのーすごい吐いたら(うん)ちょっと気持ち悪くて」 

































  例 2   Ａ1：         ねえ[↓]、ゴキブリって何で出るんだろう、本当に。 
Ｂ2：         もう、なんだ、“心底呪われろ”とか思ったのに、ゴキブリに(<笑い>)。 
Ａ3： 本当嫌だよね。 
Ｂ4： うん[小さな声で]。 
Ａ5：     私、部屋とかに出たら、まじ卒倒すると思う。 
Ｂ6： ねえー、部屋怖いよね=。 
Ｂ7： =部屋で食べ物食べちゃいけないそうですよ。 
Ａ8：  えー、あ、食べ物おいとくと湧くっていうこと?。 
Ｂ9：         そうそう=。 
Ｂ10：         =なんか、かすとかさ、ぽろぽろ落ちるじゃん。 
Ｂ11：      けっこう狙われる<らしい>{<}[最後小さな声で]。 
Ａ12-1：<えー>{>}<えーー>{<},, 




Ｂ16：       ちょっと今日買ってかえんな。 
Ａ17： うん、買って<帰る>{<}。 
Ｂ18： <もう>{>}それしかないよ。 









 例 3        Ｂ1： 最近、なんか、あれだよね、クラスの飲み会とかもないしね。 
Ａ2： そうだよねえ。 












りの原則」で説明することができる。   
自然会話「BTSJ」に見られる「ちょっと」は、日本語教科書に提出されている「ちょっと見せてく








例 4 ｢ねえワタナベ君｡私､ああいうの誰かにちょっとやってみたい｣  2742『ノルウェイの森』 
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 例 5 「ちょっと伺います」                       1332『黒い雨』 









例 6   Ａ1： 今週は「試験名 02」だから=。 
Ｂ2： =あっ「試験名 02」か。 
Ａ3： っていうか、明日‘あした’だよ=。 
Ａ4： 明日‘あした’、の夜。 
   Ｂ5： 漢字やってたら「言語名」やりやすくない?。 
   Ａ6：           うーんー、どーうだろう。 
Ａ7：         =で、まー、旧漢字はあまり、<出てない>{<}。   
                                   Ｂ8：          <旧漢字?>{>}。    
                                       Ｂ9：          そうか、出ないの?、旧漢字。 
                               Ａ10：       <だってね…>{>}【【。 
                   Ｂ11：       】】そうだね、出ないよね。 
Ａ12：     でもね、なんか、なんかの作家の小説ではね(うん)、旧漢字とか旧仮名使いが多 
      くて、そういうのちょっと“いいな”と思って。   
                                         Ｂ13：     ああー、そう、古い文体が…。 










例 7    Ａ1： 私この間飲んでるのに、顔色悪いと言われて<2 人笑い>。 
Ｂ2： <笑いながら>えー、えへへへ、なにそれ?。 
    Ａ3： え、そのときもう二日酔いで飲んでて。 
    Ｂ4： <笑いながら>え、うそ、それどうよ?。 
    Ａ5： どうよ?。 
    Ａ6： 向かえ酒どうよ?。 
    Ｂ7： あははは<笑い>、そうか。 
    Ａ8：        だんだんだんだんちょっと気分はよくなってきたんだけど。 
    Ｂ9：                えっ、でも、むかえ酒って効くの?。 


















例 8 「かまわないわよ､ちっとも｡ 二階に上ってきてよ｡私､今ちょっと手が放せないの」  





















例 10       Ａ1： じゃ、私と一緒に懐メロ歌おうよ。 
Ｂ2： ごめん、やっぱ私は一緒に歌えないみたい<2 人笑い>。 
Ａ3： 《少し間》借りてないから覚えられない。 
    Ｂ4： 借りておいでよ、今日あたり(<笑い>)。 
    Ａ5： 嫌だ。 
    Ａ6：         恥ずかしいじゃん。 
    Ｂ7：         や、別に平気でしょ。 
          Ａ8：        それ、その、布施明だけ借りるの嫌だから、(うん)もう 1 枚ぐらい<笑いながら>(<笑 
い>)何か別の借りようかと思ったん<だけど>{<}。 
    Ｂ9：     <笑いながら><なに、ちょっと>{>}カモフラージュかもし出してる?。 
Ｂ10：     <笑いながら>何で隠してるの?、そんな。 
Ａ11： だって、その布施明だけ 1 枚借りられなくない?。   
Ｂ12：    布施明の 2 枚借りれば?。 










 例 11      Ａ1-1： なんか、こう、なんか、先月とかもね(うん)、寮の友達の部屋に蛾とか入って来て,, 
    Ｂ2： イー[小さな悲鳴]こわっ、<こわっ‘怖い’>{<}。 
    Ａ1-2：<まね、その子>{>}トラウマになっ<てるし>{<},, 
    Ｂ3： <うー>{>}[叫び声]。 
    Ａ1-3：私もかなりね、“ひーっ”ていう感じ<だったから>{<},, 
    Ｂ4： <嫌だー>{>}。 
    Ａ1-4：ちょっと、もう、もう、コンプレックスがもう(うん)、芽生えてしまって,, 
Ｂ5： やあー。                        19-248-250・6 
 




例 12 Ｂ1：      ちょっとね、同居人の子の方がね、ゴキブリ本当だめでね(うん)、私もだめなん 
              だけど、殺すのは平気だからね、私がいつも退治役なんですけど(<笑い>)、 
  Ａ2： <ビック!>{>}<2 人笑い>。やだー。 
                         Ｂ3： <笑いながら>すっごい勢いよかったの。あのね、飛んで、しかも。 
Ａ4：    <キャーキャー>{<}[悲鳴]。 
    Ｂ5：         <笑いながら><飛ばずに##に>{>}下手に追い詰めたらね、上に上がっちゃって、 
                   その後飛んで。 
    Ａ6：           もう、私、卒倒するかも。 
    Ｂ7：         するよね、ちょっとね。                         
      Ａ8-1：   いや、私東京来るまでさ、なんか,, 
                     Ｂ9：          あっ、うんうん。              
              Ａ8-2：見たことなかったんだけど=。 
Ｂ10：     =分かる分かる=。                            19-248-275 
 
例 12 では、まずＢ１の「ちょっと」は、第３者（同居人の子）の「ゴキブリがだめ」という非難を


























  表 2 「ちょっと」の前後の使用構造  




・あ ＋ ちょっと  
・やあー ＋ちょっと 
・はあ ＋ちょっと 
 ・ちょっと ＋もう 




〈2〉 否定的内容の省略 ・ちょっと、あれだけど。 
・ちょっとまっ… 













例 13 Ａ1： しかも、なんか、去年だか一昨年とかも、別の子の部屋で(うん)、廊下の、廊下に 
面する自分、ま、つまり部屋の戸なんだけど(うん)、そこを開けっ放しにしたらゴ 
キブリ入ってちゃった<っていう話があって>{<},, 
    Ｂ2： <うーうー>{>}<嫌、嫌>{<}。 
    Ａ3： <もうそれ以来ね>{>}(うん)、あんまり長時間空けてたくないなって(はー)、（略）こ 
う、なんか(うんうん)、その方を見張りながら、なんか、過すっていう感じ。                       
    Ｂ4： なんか、新しい網戸か目張りをするかしたいよね。 
    Ａ5： そうなの、そう。 
    Ａ6： まずは隙間テープ購入かなって、最近は。 
    Ｂ7： そうだね。                                   
    Ｂ8： やあーちょっと、思い出したんだけど、私実はね、昨日ゴキブリ出たんですよ。 
Ａ9： あーあー<あー>{<}[悲鳴を上げる]。              19-248-264 
 





例 14 Ｂ1：       そう、昨日、「友人 02 名前」の家に泊まったの。 
          Ａ1： あー、本当?。  
         Ｂ2： 本当に 10 時に起きる<笑いながら>気はなかった<2 人笑い>。 
         Ａ1： それはね。 
        Ｂ2： 目覚ましね、すごいいっぱいかけたの=。 
        Ａ1： でも、起きれないって。 
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        Ｂ2： うん。 
             Ｂ4： で、なんか、もう、本当、<少し笑いながら>申し訳ないことをした。 
                      Ｂ6：  せっかく(うん)、私 2 時間かかるじゃん。 
        Ａ7： うん。 
        Ｂ8：         家、あっ、かかるんだけど(うん)、家から。 
        Ｂ9-1：なんか、ね、「友人 02 名前」家で“近い、20 分位で着いちゃうイエー”とか(ああ 
ー)思って<たのに>{<},, 
        Ａ10：       <「地名 01」>{>}だからね、ううん。 
        Ｂ9-2：  <少し笑いながら>なんか、12 時半とかいう、ちょっと、あれだけど。  
        Ａ11：       いいよ、そう、たまにはそういうのが必要だよ。   









がなく、例 15、例 16 の下線部に示しているように、「ちょっと」の直後に、修飾すべき述語と共起す
る単純さが見られた。 
  
例 15 ｢しかし、鏡のほうは、ちょっと受け合いかねるな｣   
                                  1030『砂の女』 


























表 3 否定的内容を表す「ちょっと」の日中対照            

















































































































































































































































No２“有些”、No３“可”、No５“实在”、No９“有时”、No 10“毕竟”、No 13 “不大”、No 14、
15、16 で共通する“有点（儿）”、No 18“未免”、No 17、19、20 で共通する“太”、No 21“也”
















































































































































    減訳とは、原文のある一部の言葉を訳さないことである。不訳とも言われる。目的 
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・「留面子（面子を保つ）」：  実際に過ちを犯した人間も、自分が悪いことを内面では認めて 
                   いながらも、人前で「留面子」しようとするため、どうしても 
                 みずからの非を認めなくなってしまう。 
  ・「增加面子（面子を増やす）」：社会的な評価を高めること。 
  ・「借面子（面子を借りる）」：（他人）の社会的名誉を利用すること。 






























































・    つまり、携帯メールを用いた断りでは、「ちょっと」というより、「謝罪」表現が相手に対する配
慮の表れとして中心的な役割を果たすと言える。そして、それは Brown ＆ Levinson（1987）の理
論によって説明可能なものだと考えられる。 










・   自分の願望・行為・状態を表す「ちょっと」について、自分のことに対して、聞き手   が違う意見
を持っているかどうかという予測をすることが求められていて、聞き手との意見不一致を避ける
役割が考えられる。 






・     そして、「ちょっと」の機能について、文学作品の会話部分では、Leech（池上・河上（訳）1983）
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【分析対象リスト】   
NO 場面 分析対象   会話番号   発話時間    発話者と発話回数  
1 4 データ 1 データ 1－53 1 分 54 秒 
JBI01（依頼側）： 35 回 
JOK01（断る側）： 35 回 
2 4 データ 1 データ 1－54 4 分 21 秒 
JBI02（依頼側）： 43 回 
JOK02（断る側）： 40 回 
3 4 データ 1 データ 1－55 6 分 03 秒 
JBI03（依頼側）： 59 回 
JOK03（断る側）： 83 回 
4 4 データ 1 データ 1－56 1 分 11 秒 除外（「ちょっと」の使用なし） 
5 4 データ 1 データ 1－57 1 分 41 秒 
JBI05（依頼側）： 21 回 
JOK05（断る側）： 25 回 
6 4 データ 1 データ 1－58 2 分 39 秒 
JBI06（依頼側）： 32 回 
JOK06（断る側）： 41 回 
7 4 データ 1 データ 1－59 １分 18 秒 
JBI07（依頼側）： 18 回 
JOK07（断る側）： 18 回 
8 4 データ 1 データ 1－60 1 分 30 秒 
JBI08（依頼側）： 16 回 
JOK08（断る側）： 19 回 
9 4 データ 1 データ 1－61 0 分 57 秒 
JBI09（依頼側）： 17 回 
JOK09（断る側）： 16 回 
10 4 データ 1 データ 1－62 1 分 48 秒 
JBI10（依頼側）： 26 回 
JOK10（断る側）： 27 回 
11 4 データ 1 データ 1－63 0 分 45 秒 
JBI11（依頼側）： 13 回 
JOK11（断る側）： 15 回 
12 4 データ 1 データ 1－64 1 分 32 秒 
JBI12（依頼側）： 18 回 
JOK12（断る側）： 20 回 
 
13 4 データ 1 データ 1－65 1 分 15 秒 
JBI13（依頼側）： 11 回 
JOK13（断る側）： 14 回 
14 4 データ 1 データ 1－66 1 分 49 秒 
JBI01（依頼側）： 24 回 
JSK01（断る側）： 20 回 
15 4 データ 1 データ 1－67 2 分 36 秒 
JBI02（依頼側）： 38 回 
JSK02（断る側）： 35 回 
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16 4 データ 1 データ 1－68 1 分 30 秒 
JBI03（依頼側）： 23 回 
JSK03（断る側）： 23 回 
17 4 データ 1 データ 1－69 2 分 31 秒 
JBI04（依頼側）： 37 回 
JSK04（断る側）： 34 回 
18 4 データ 1 データ 1－70 2 分 13 秒 
JBI05（依頼側）： 24 回 
JSK05（断る側）： 24 回 
19 4 データ 1 データ 1－71 3 分 24 秒 
JBI06（依頼側）： 30 回 
JSK06（断る側）： 38 回 
20 4 データ 1 データ 1－72 3 分 24 秒 除外（内容同上） 
21 4 データ 1 データ 1－73 1 分 39 秒 
JBI08（依頼側）： 22 回 
JSK08（断る側）： 19 回 
22 4 データ 1 データ 1－74 2 分 52 秒 
JBI09（依頼側）： 41 回 
JSK09（断る側）： 43 回 
23 4 データ 1 データ 1－75 2 分 24 秒 
JBI10（依頼側）： 49 回 
JSK10（断る側）： 41 回 
 24 4 データ 1 データ 1－76 2 分 24 秒 除外（内容同上） 
25 4 データ 1 データ 1－77 1 分 17 秒 
JBI12（依頼側）： 21 回 
JSK12（断る側）： 20 回 
26 4 データ 1 データ 1－78 0 分 55 秒 
JBI13（依頼者）： 18 回 
JSK13（断る側）： 13 回 
27 4 データ 1 データ 1－79 1 分 22 秒 
JBI01（依頼側）：22 回 
JYK01（断る側）：17 回 
28 4 データ 1 データ 1－80 1 分 49 秒 
JBI02（依頼側）： 27 回 
JYK02（断る側）： 17 回 
29 4 データ 1 データ 1－81 3 分 00 秒 
JBI03（依頼側）： 46 回 
JYK03（断る側）： 40 回 
30 4 データ 1 データ 1－82 3 分 34 秒 
JBI04（依頼側）： 34 回 
JYK04（断る側）： 27 回 
31 4 データ 1 データ 1－83 2 分 59 秒 
JBI05（依頼側）： 41 回 
JYK05（断る側）： 34 回 
32 4 データ 1 データ 1－84 2 分 59 秒 
JBI06（依頼側）： 32 回 
JYK06（断る側）： 37 回 
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33 4 データ 1 データ 1－85 除外  除外（データ自体見られない） 
34 4 データ 1 データ 1－86 0 分 59 秒 
JBI08（依頼側）： 19 回 
JYK08（断る側）： 19 回 
35 4 データ 1 データ 1－87 2 分 09 秒 除外（「ちょっと」の使用なし） 
36 4 データ 1 データ 1－88 1 分 28 秒 
JBI10（依頼側）： 27 回 
JYK10（断る側）： 28 回 
37 4 データ 1 データ 1－89 1 分 06 秒 
JBI11（依頼側）： 17 回 
JYK11（断る側）： 20 回 
38 4 データ 1 データ 1－90 1 分 18 秒 
JBI12（依頼側）： 16 回 
JYK12（断る側）： 19 回 
39 4 データ 1 データ 1－91 0 分 33 秒 
JBI13（依頼側）： 10 回 




データ 2 データ 3－243 19 分 47 秒 
JF01（女性 1）： 261 回 
JF02（女性 2）： 233 回 
41 19 データ 2 データ 3－244 20 分 47 秒 
JF03（女性 3）： 367 回 
JF04（女性 4）： 281 回 
42 19 データ 2 データ 3－245 24 分 52 秒 
JF05（女性 5）： 386 回 
JF06（女性 6）： 371 回 
43 19 データ 2 データ 3－246 20 分 44 秒 
JF07（女性 7）： 242 回 
JF08（女性 8）： 215 回 
44 19 データ 2 データ 3－247 20 分 44 秒 除外（内容同上） 
45 19 データ 2 データ 3－248 15 分 44 秒 
JF11（女性 11）： 187 回 
JF12（女性 12）： 217 回 
46 19 データ 2 データ 3－249 13 分 48 秒 
JF13（女性 13）： 101 回 
JF14（女性 14）： 157 回 
47 19 データ 2 データ 3－250 30 分 35 秒 
JF15（女性 15）： 370 回 
JF16（女性 16）： 426 回 
 
 
